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日本藻類学会第14回大会プログラム

(1 9 9 0) 

学 会 会 長 小 林 弘

大 会 会 長 坪 由宏

会期 1990年 3月29日(木)'"'-' 3月30日(金)

会 場 神戸大学教養部
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日本藻類学会第 14回大会プログラム

第 1日目 (3月29日)

9 : 05 大会会長挨拶 坪 由 宏

講 演(午前の部)

9 : 15 (1) 日本産ホソパセイヨウハバノリ (Peta伽 iazosterifolia)について

O小亀一弘・)11井浩史(北大・理・植)

9 : 30 (2) 下北半島における褐藻ムチモ(ムチモ目)の配偶体の性比について

o北山太樹・川井浩史・吉田忠生(北大・理・植)

9 : 45 (3) 日本産褐藻ウスパオオギ (Syringodermatales)の分類と生活史

0)11井浩史*・山田家正材(*北大・理・植**小樽商大・一般教育・生物)

10 : 00 (4) 褐藻・アラメとカジメ胞子体の初期形態形成

寺脇利信(電力中央研究所)

10 : 15 (5) 褐色カジメの子嚢斑形成について

0倉島 彰*・横山康継**・有賀祐勝*(*東水大・藻類，糾筑波大・下回臨海)

10 : 30 (6) 海藻数種からのプロトプラスト分離の試み

o桑野和可・有賀祐勝(東水大・藻類)

10・45(7) ネコアシコンブ(コンブ目)の薬の形態

川嶋昭二

11:00(8) 青森県大間産マコンブの天然および移植藻体の生長

0能登谷正浩*・桐原慎二料・有賀祐勝*(*東水大・藻類，料青森県水産増殖センター)

11 : 15 (9) 富山湾深層水によるコンブ栽培試験

藤田大介(富山県水試)

11 : 30 (10) ポリアミンの分布からみた温泉藻イデユコゴメの系統

0長島秀行*・浜名康栄材・福田育二郎*(*東京理科大，神群馬大医療短大)

11 : 45 (11) 藍藻 Micro伊 tisaeruginosa (s. lat.)の酵素多型と，その分類学的意義

o加藤辰巳*・渡辺真利代料・渡辺員之*(*国立科学博物館，料都立衛研)

12 : 00~13 : 00 (休憩)

講 演(午後の部)

13 : 00 (12) 緑藻アオアオサにおける酵素多型の分類学的解析

0土井考爾・原 慶明・千原光雄(筑波大・生物)

13 : 15 (13) 恵比寿島(静岡県下回市)におけるアナアオサ (Ulva戸rtusa)の形態変異

0神谷充伸・土井考爾・原 慶明(筑波大・生物)

13 : 30 (14) 長崎産ボタンアオサの異なる 2型の発生タイプと生活史について

0飯間雅文・右田清治(長崎大・水産)

13 : 45 (15) 高知県下回万十川のスジアオノリに関する冬ノリと春ノリの生態的特性

0渡辺里香・大野正夫(高知大・海洋生物センター)

14 : 00 (16) アイノコイトモ及び数種の水草による藍藻類 Anabaenacylindrica に対するアレロパシィ一作用

0綿貫知彦・貝瀬利一(神奈川県衛研)

14 : 15 (17) ネパール産の緑藻，Astr4ψhomene (アストレフォメネ科)と 乃robotワ's(スポンヂロモノレム科)

について

野崎久義(慶応義塾高)



14 : 30 (18) 

14 : 45 (19) 

15 : 00 (20) 

15 : 15 (21) 

ブナ林の樹皮着生藻類

0半田信司*・中野武登紳(*広島県衛連，神広大・理・植)

地衣類ノルマンゴケ (Normandinapulchella)から分離された共生藻

0竹下俊治・中野武登・岩月善之助(広大・理・植)

津久井湖における植物プランクトンの季節約消長

0斉藤昭二*・有賀祐勝件付神奈川県水道局**東水大・藻類)

中国総合養魚池での植物プランクトンの動態(予報)
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O高村典子*・叶 林紳・洪 放紳・三浦泰蔵紳*(*国立公害研，仲上海水産大，

***京大)

15 : 30 (22) ミカズキモ交配群の住みわけに関与する環境要因-pHとカルシウム濃度

o笠井文絵*・市村輝宜紳(*国立公害研，帥東大・応徴研)

15 : 45 (23) 緑藻 5ル属にみられる光合成色素系の可塑性

0御園生 拓*.前川行幸紳・横浜康継糾*(傘山梨大・生物，紳三重大・生物資源*柿筑

波大・下回臨海)

16 : 00 (24) タイドプールに生育するアナアオサにおける光合成の温度順化

0片山吉子康掌・佐藤弘典*・横浜康継帥(*東京学大・生物，判筑波大・下回臨海)

16 : 15 (25) 紅藻の垂直分布と紫外線の関係

O国枝昌代・前川行幸・喜田和四郎(三重大・生物資源)

16:30~16:45 (休憩)

16:45~17:45 (総会)

18 : 30~20 : 00 (懇親会神戸大学生協 LANSBOX) 

第2日目 (3月30日)

9 : 00 (26) 

9 : 15 (27) 

講 演(午前の部)

高知県須崎湾に生育するアントタメの季節的消長

0筒井 功・大野正夫(高知大・海洋生物センター)

フィリピン，パラワン島に産するオゴノリ属に関する生態的考察

o Christine A. Orosco*・山本弘敏紳・大野正夫*(*高知大・海洋生物センター，特北大

・水産)

9 : 30 (28) 潮間帯の渦鞭毛藻類~アンフィディニウム属数種について~

0堀口健雄*・ R.N. Pienaar紳(*信州大・教育，特ウイットパータースランド大)

9 : 45 (29) 日本新産黄金色藻サルシノクリシス目 3属の観察

0本多大輔・井上勲・千原光雄(筑波大・生物)

l此0:0∞o(ω3叩削0ω M胎4e釘仰仰'so加os叫s

O堀輝三.井上勲(筑波大.生物)

10 : 15 (31) ブラシノ藻 Prasino戸apilla(新属)の細胞構造と分類・系統上の位置

0井上勲・河地正伸・千原光雄(筑波大・生物)

10 : 30 (32) 褐藻コモングザ属の新種，アッパコモングサ(仮称)の形態

田中次郎(国立科学博物館・植)

10 : 45 (33) 南西諸島で採集された褐藻類ホンダワラ亜局の一種について

11 : 00 (34) 

0鯵坂哲朗*・J.キラー柿(*京大・農，判モート海洋研究所)

南九州産カタワモタとキレパモク(褐藻網，ホンダワラ属)の分類

0野呂忠秀・南波聡(鹿児島大・水産)
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11 : 15 (35) 

11 : 30 (36) 

11 : 45~12 : 15 

(37) 

(38) 

(39) 

(40) 

アキヨレモク(褐藻，ホンダワラ科)の一新変種

梶村光男(島根大・理・臨海)

ウスイロモク，フシスジモ 11，フシイトモタの付着器の形態について

0新井章吾*・種倉俊之柿・吉田忠生*紳(*海藻研，判東海アクアノーツ，紳*北大・理

.植)

展 示 講 演

海産及び汽水産底生珪藻の増殖に及ぼす塩分濃度の影響

水野真(東京農大・生物産業・水圏資源)

モンテカルロ法による海藻群落内光環境のシミュレーションモデル

前川行幸(三重大・生物資源)

北海道羽幌町における漁場造成用構造物の実海域調査(1)魚礁に付着した海藻について

矢部和夫(北海道東海大)

褐藻マツモ (Analit即 jatonic出)の性フェロモンについて

Muller， D. G. * .0 JII井浩史柿・ Stache，B.*・Folster，E. * • Boland， W.紳*(*西独コンス

タンツ大・生物，柿北大・理・植*榊西独カールスルーェ大・化学)

12 : 15~13 : 15 (休憩)

講 演(午後の部)

13 : 15 (41) スサピノリの室内培養による自殖率の推定

O申 宗岩・三浦昭雄(東水大・藻類)

13 : 30 (42) 室蘭産紅藻ダルス (Palmariata伽ata)の生活史

0舘脇正和・ G.V. Deshrnukhe (北大・理・海藻研)

13 : 45 (43) 日本産有節サンゴモ，エゾシコロ属の分類学的再検討

0宮田昌彦h 馬場将輔紳・秋岡英承*柿・ H.W. ジョハンセン紳紳・正置富太郎(*千

葉中央博・植**海生研*紳北海道教大・函館・生物，柿柿クラ -11大)

14 : 00 (44) 紅濠コノハノリ科クシノハウスベニについての観察

0吉田忠生*・三上日出夫**(*北大・理・植，判札幌大)

14 : 15 (45) 日本新産寄生紅穣 Leachiellataci.fica KUGRENS (コレオラックス科，カタレイト目)

0松本正喜*・吉田忠生柿(*日本エヌ・ユー・エス，柿北大・理・植)

14 : 30 (46) 日本新産紅藻 Titanodermatessellatumの形態について

0馬場将輔*・秋岡英承料・正置富太郎(*海生研，判北海道教大・函館・生物)

14 : 45 (47) ベルム紀カサノリ科石灰藻化石 EogoniolinaENDO (1953)の再検討

猪郷久治(東学大・地学)

15.: 00 (48) 相模湖(神奈川県)の付着藻類植生

0栗原美香*・小林艶子*・福島 博材・大塚晴江*紳(*横浜市大，紳東女体大，車場*神

奈川公衛試)

15 : 15 (49) 花水JII(神奈川県)の付着藻類植生

0大沢啓志'・小林艶子*・福島博紳・大塚晴江判*(*横浜市大，料東女体大*柿神

奈川公衛試)

15 : 30 (50) 酒匂JII(神奈川)の付着藻類植生

15 : 45 (51) 

0坂元忠明*・小林艶子*・福島博柿・大塚晴江柿*(*横浜市大，特東女体大***神

奈川公衛試)。mbellalata GRUN.の形態変異

0鈴木康人*・小林艶子*・福島博榊(*横浜市大，柿東女体大)
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16 : 00 (52) Achnanthes stauToneioi伽 BOURRELLYet MANGUINの形態変異

o福島博*・小林艶子紳・大塚晴江柿*(*東女体大，材横浜市大***神奈川公衛試)

16 : 15 (53) 原始縦溝類珪藻におけるベリゾニウムの構造とその系統学的考察

真山茂樹*・小林 弘紳(本東学大・生物，柿東京珪藻研)

16 : 30 (54) 特殊な胞紋構造をもっタチピノレケイソウ属の 2種について

0小林弘・小原一基・吉田稔(東京珪藻研)

16 : 45 (55) 中心目珪藻Actino伊 lus属 1種の有性生殖

O出井雅彦・千原光雄(筑波大・生物)

編集委員会:3月28日 14 : 00~15 : 30 教養部中会議室 (E棟 3階)

評 議 員会:3月28日 15 : 30~17 : 30 教養部中会議室 (E棟3階)

ワークシヨヴプ(海藻採集会): 3月30日 17 : 15 大会受付前集合 3 月 30 日 ~4 月 2 日
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会場案内

干857神戸市灘区筒申ト2・1 神戸大学教養部F棟4陪

閥会せ先 078-881-1212 内線 8281 (坪〉

阪急電鉄

JR 

8-403 

展示会均

0会場までの交通案内:

1) J R六甲道駅〈普通、快速は停車しますが、

新快速は停車しません): 北側(山側〉広場
の市パス(8)r六甲ケープル下』行きのりば

から乗車(約20分、 180円〉、 「盈玄量

蓋量盤」で下車して下さい.

2)阪急六甲駅(普通‘急行は停車しますが、特

急は停車しません): 踏切りを南側(海働
に披り、市パス(18)r六甲ケープル下』行き

a且些から乗車(約 15分‘ 180円)、
『盈本盆釜盤重量』で下車して下さい.

O大会会場案内: 市バス『神大数築部前』下車、

地図の矢印に従い、陸橋を渡り、教養部キャ

ンパスに入り、 F榛東側の階段を利用して、

4階まで昇って下さい.

O怠親会会場案内: 懇親会会場の LAffSBOXは、
教養部キャンパスから少し商量れた文理農学部

キャンパス〈徒歩約 10分〉にあります.当

日、係が案内します.不便をお掛け致します
が、 LANSBOXからは、神戸から大阪にかけて

の市街港糟の展望が見事です.LAffS BOXから‘

=一一豆大阪 地図に示した坂道を下り、阪急六甲駅まで、
徒歩約 10分です.
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日 本藻 類学 会第 14回大会講演要旨

(1) 0小亀一弘・川井浩史:日本産ホソバセイヨウ

ハパノリ(f'..@.tA.l.9氾呈担盆旦E延弘担)についτ

包鍾lOI!!呈担並区if註迫 (Reinke)日.Kuntze (褐蕩

カヤモノリ科}は，平た〈帯状の葉体がそう生する種

類で，北大西洋・北太平洋岸に生育しτいる.本種に

関する問題として，鎮子袋聞に側糸をもたない COII-

planate &旦主旦ü.l~.bQ.!!との類似性がある.また，本視
の培養において.そのlIIicrotballusは.糸状であり

同じカヤモノリ利のカヤモノリやセイヨウハバノリの

圃icrotballusのような綾状体は得られτいない.Fle-
tcber (l 981)は，本極と近縁と考えられる P!!t @，lQni~
包lif!!.r~liの指養において，単子畿を形成する糸状の
microtballusを報告し.また， !;.p_I!!.Itlo.9.nJ!!IIe! ~jl.u.ÇJtl)lm 
が，1'.[;は.llJ!盟主Eのmicrotballuspbaseであること

を指摘している.今回，日本産聖・ Z旦量teufQlll1につ
いτ.形態学的観察と室内培養を行った.形態学的観

察結果は過去の記載(Rosenvinge& Lund 1947， Clay-
ton 1981， Fletcher 1987)とほぼ一致した.案内培養

においτ(5-20'Cの長日(16:8)・短日 (8:i6)条件， PE 

SI田ediulI)， 直立体上の複子嚢からの遊定細胞は.

糸状の圃icrothallusに発達し，直立体を形成した.l直

立体は，低温・短日条件でより発達した.また，直立

体とともに単子嚢を形成する圃icrothallusが得られ

た.単子嚢からの遊走細胞の発達は，綾子袋からの遊
走細胞の発達と同鎌であった.lIIicrotballusは.縁状

体を形成することはなかった.ある培養綜では，直立

体上に綾子袋とともに単子袋が形成された.省性生殖

は観察されなかった北大・痩・植物)

(2) O~1lIJ太樹・川掛告!史・吉凪窓生:下北半島における褐藻

ムチモ(ムチモ目}の配偶体の性比について

脊索県対酉町沿岸の数地点、よりムチモ{包日立l旦立U且己g)

の配備体を採取し、その自然下で制批じを調査するとともに受精

率、結養下での生活史翠の比殺を行った.その結果、大田容では

鍵:齢制ま1: 1であるのに対し、そこから約lkm樹If.:FJ
石崎て官立3:2となり きらに2km隔たった観田内崎てtま99%

以上淵雌体であることお明らかになった.これらの藻何時立、複

子袋より異政樹調子を放出し、大関崎の雄性配偶子(大♂)

は対醤埼の錘佐配偶子{大♀)と線田内崎の樹笠記偶子(根♀}

のどちらにも倍謂lされた.し戸し、自然議体及び指養ii体由来

の健雄配偶子の受精製玄大♀×大♂が61-96%であるのに比べ、

根平X大♂は0-25%とかなり働、った.また、 t韓実験による

観察では、大♀と根♀の以後の発生に晶、力軍掛られた.即ち、

大♀は単為発生すると大♀ X大♂州委合子と同僚に1-数mmの

綾状体になり、 1ト 20'Cで表面に配備桝こおいて見られるものと

は異なる稜子袋を形成して中性佼泌民議砲を放出した.この遊走

細胞は再び液状体をつくり、 20'Cで多列形脚怜直立糸状休を形

成した.一方、彼♀は5-2O'Cにおいて、回数切に直立糸状体を

形成し、 10、15'Cて帽撤して雌性配偶子を放出した.以上の観察

より、緩囲内崎付近のムチモ群務においては、大廊崎付近の配備

体と出回齢qに扇鍵された、副委型の生活史を有する樹生グ混偶

嗣寝占しているものと考えられる北大・理・植物}

(3) 0)11井浩史. . L1J国家正...日本産褐藻ウスパ

オオギ (Syringodermatales)の分類と生活史

総永・山国 (974)は利尻島より Syringoderma属

の一極ウスパオオギを報告し、 S.australeと同定した.

しかし、今回成熟語車体の観察、培養、タイプ標本との

比較を行った結果、本穫は北太平洋東岸から報告され

ている S.abyssicolaと同定すべきであると結論した。

本議は漸深帯に生育し、審に出現、冬に成熟する一年

穫で、藻体は一層の円い糸状の細胞が互いに窓合して

形成され高さ2c回線度の毒事い扇形をなし、しばしば体

表面と平行に隔壁を生じ、下面には仮根を生ずる.

体表面に側糸/0:混って単子議を形成し、不動の胞子を

』支出する. 栄養灘体の頂鱗細胞から培養を行った結

果、分枝した細胞糸が平面状に癒合することで扇形の

藻体を形成し、低温短日条件で単子嚢を形成する。

単子嚢の内容物は細胞質分裂後、単子嚢内部で細胞壁

を形成した後放出され、多くは単子嚢壁や藻体表面に

付着する。 これらの細胞は内部に4個の遊走細胞を

形成し放出する. 遊走細胞の接合は確認していt互い

が、遊走細胞をつくる細胞は退化した配偶体、遊走細

胞は配偶子と考えられる。 自己偶子または援合子は発

芽後再び分校した糸状穫体に発達し生活史を完結する.

(*北大.JII!・植物、制小樽商大・一般教育・生物)

(4 ) 寺脇ヰIJ信:褐藻・アラメとカジメ胞子体の初期

形態形成

三浦半島西岸には.浅所にアラメ日並魁立民主旦lli
が.深所にカジメ包叫旦単且盟主Lが僻務を形成してお

り.この近縁な両極については，生態調査および海域

実験等の実施に当たって.幼胞子体の識別が纏めて困

難である.そこで.正確に識別するための基礎的な知

見を得ることを目的として.種別に保菌し，屋外水舗

内で生育させ.生育旺盛な個体を採集して.形織を観

察した結果について，おおまかな全長別に報告する.

全長1~c回程度までは.両種とも表面の平荷な単集で

あり.外部形患における種別の特徴を見出だせなかっ

た.全長20c田健度から.単葉のまま.アラメで業面の

践が.一方.カジメで茎の伸長が顕著になった.全長

30c回程度から.商極とも倒集が形成され始めたが.先

端舗の涜失が顕箸となり.全長としては減少した.全

長では20cm程度であるが.発育段階が進み.伸長した

側棄を有するアラメでは.薬節の成長点付近が内側に

巻き始め.カジメより茎が短く.業面の破および側葉

の基部のくびれが明瞭であった.

{電中研・我孫子・水理}
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(5) 0倉島彰*・横浜康継帥・有賀術勝* :褐務カジ

メの子袋斑形成について

静岡県下回の鍋回湾に生育するカジメの子嚢斑形成

について.年齢.時期，大きさによる遣いを明らかに

するため，子嚢斑面積.側葉蘭積.茎長および茎径の

測定を行った。その結果.年齢によって成熟期.成熟

率，子議斑面積に遣いが見られため 3歳以上の個体で

は4月に成熟個体が見られ.6 -1 0月にはすべての

個体が成熟した。 2歳の個体では6月から成熟し始め.

8-10月にはほとんどの個体が成熟した。 1歳の個

体では8月から成熟個体が見られた。 0歳の個体では

1 2月に始めて成熟個体が見られた e 子嚢斑面積は年

齢が高い{国体ほど大きく.各年齢の個体とも 10月に

最大になり.その側葉面積に占める割合は.4歳の個

体では平均約32%.3歳の個体では31%.2歳の

個体では26%.1哉の個体では4%に途した.また.

茎長.茎径.葉面積が大きい個体から先に成熟する傾

向が見られた。以上のことから.鍋田湾における 3歳

以上のカジメの成熟期は4ー10月であり.成熟には

年齢や個体の大きさが関係していると考えられた。

(.東水大・藻類，帥筑波大・下回臨海実験センター}

(6) 0桑野和可・有賀祐勝 t海部数績からのプロ

トプラスト分磁の献み

コトジツノマタ.マクサおよびアラメのプロトプラ

ストの分自Eを蹴みた.使用した醇繁頬は. (1)アメフラ

シアセトンパウダー. (2)アワビアセトンパウダー，

(3)セルヲーゼオノズカ R-I0.(4)単厳したコトジツノ

マタ分解薗.マクサ分解箇およびアラメ分解薗の粗醇

紫であり，これらをJlI.独もし〈は混合し.さらに浸透

圧倒鐙剣として0.8Mマンニトールまたはソルピトール

を加えて酵祭液とし.各部体を処理した.その結果，

コトジツノマタについては，コトジツノマタ分解薗の

粗酵素とセルラーゼオノズカト10を混合した酵紫液に

よって. 10 ‘個/g(根lu以上のプロトプラストが

分隊された.マクサについては，使用したいずれの酵

紫織によってもプロトプラストは分雌されなかった.

アラメについては，セルラーゼオノズカト10とアラメ

分解箇の組静察にアメブラシアセトンパウダーまたは

アワビアセトンパウダーを混合した酵索液によって.

106個/g(混重}以上のプロトプラストが分離され

た東水大 ・ 穣 類 )

(7) 川嶋昭二:ネコアシコンブ(コンブ自}の業の

形態

演者は昨年の第13回本大会において.チシマネコア

シコンブ(盆些旦些盟盟呈控豆並竪益}の 1年目と 2年

目の葉は倒彼針状で.上部は数葉の裂片に分かれた隼

状業をなし. 3年目に至り初めて細長い帯状の業に変

わるものがあると述べた.また.ネコアシコンブ(A.

単主昼!!!!) の繁にもこのような形態変化が起こる可能

性を示した(藻類37.p. 73). 

その後.演者は1989年 6月22日，北海道厚岸町大黒

島東側の干潮線付近において採集したネコアシコンブ

の1.2年目業体の葉はいすれも長披針状または長楕

円状で.それらの中には先端の方が2.3裂するもの

があり.今まで北海道沿岸の水深5m以深の主な生育

帯から知られてきた線状，帯状の業とは明らかに異な

ることを知った.また.採集された葉体はいずれも

60cm 以下で小さく，叉状をなす茎や付着器は余り

発達せず.異常な形態を示すものがあった.

ネコアシコンブの葉のこのような変化は恐らく生育水

深の大きな差によって生ずるものであろう.

{函館市日吉町4-29-15)

(8) 0能登谷正浩・・桐原慎二・・・有賀祐腸・:背

森県大間産マコンブの天然および移植護体の生長

大間沿岸海織のマコンブについて1988年5月から19

ω年3月まで.ほぽ 1か月に 1困.水深5mと20mに

成育する謀体を採集し.葉体の各部を測定し.消長を

調べた.また.一年目護体を大間および小泊沿岸の養

成施設に 5月に移植し.その後毎月それぞれの生長ま

たは末枯れを比絞した.その結果.水深5mと20mに

成育する天然の藻体では.深所の喜巨体の方が大型であ

り、いずれの水深でも一年目藻体は7月に.二年目穣

体は3-5J'1に量大となった.末枯れにより義体が長

小となるのは一年目藻体.二年巨漢体共に10-11月で

あり.二年目務体では11月以降付着器から涜失した.

大聞と小泊に移植養成{水深3-8m)した一年目護

体は.小泊では生長量より末枯れ量がかなり大き<.

葉長は次第に減少し.11月には業部の全てが涜失した

が、大聞では調査期聞の2月末まで涜失するととなく

残った.ζれは小泊沿岸の水温が大聞のそれに比厳し

て8-9月には 4-5"C.10-2月には 2-3"C高い

ごとによるものと推察された.

(・東水大・蕩類.・・青書量県水産増殖センター)



(9) 藤田大介:富山湾深層水によるコンブ栽培試験

富山県はコンブの消費鼠が多く世帯あたりの年

間消賀支出金書買は全国 l位であるが，コンブ腐は自生

していない。媛近このように天然にコンブが分布して

いない本州の温暖な地ん・でもコンブ養殖が行われるよ

うになっており，新潟，神森川，兵庫，長崎の各県で

桜告がある。演者は1989年7月24日から8月21日にかけ

て富山湾氷見市脇仲(1lfi/4!4.2km.水深300m)の洋上設

提W!深層水利用装賀「堕作」に水欄を殺箇し.汲み上

げ直後の務局水(水深210m、約6"C)を周いて天然光下

でマコンブ幼休(函館鹿)の流水栽培試験生・行った。そ

の結果，いずれの務休にも先始れが見られず，全長で

平均270(姫高443)岡田，業l隔で平均57(般商72)mm生長し

た。日間生長鍾は全長では平均9.6(最高15.2)岡田/day.

葉幅では平均2.0(綬高2.G)mm/dayであった。 比較の

ために「畳洋」の北1.4km地点{水深約5皿. 25-27"C)に

網篭を霊下しマコンブ幼休を吊り下げて同期間観察を

行ったが，付着線を残して紡れた。深層水は水質恒常

性，低温.富栄養及び消却の4つの特性を有し，寒流

系であるコシブの栽Jtf.特に温暖な地βfで問題になる

越夏には栂めて有効と考えられる。(富山水試)

(10) 0長島秀行*・浜名康栄キ*・福岡育二郎*:

ポリアミンの分布からみた温泉藻イデユコゴメの系統

酸性温泉に生育するイデユコゴメE皐且迅盟E旦l坐
riumはRK型 (RK-l型)とM型 (M-8型)があ

り， M型は別種魁坐笠旦盟辿主主盟と考えられる.

共に紅穫類とされているが，その系統については諸説

がある.そこで，イデユコゴメの細胞構造の他に，低

分子炭水化物や脂肪酸組成から化学分類学的に検討を

続けてきた.今回はポリアミンの組成からイデユコゴ

メの鎌による相違と系統について考察する.ポリアミ

ン類は生体に普遍的な物質で.細胞核やリボソームに

存在し，タンパク質や核酸合成系に関与している.材

料は過温素酸で抽出し.陽イオン交換樹脂カラムの高

速液体クロマトグラフイー(HPLC)とガスクロマトグラ

フイー(GC)により分析した.その結果.イデユコゴメ

RK型はプトレッシン (C4、アミノ基に結合する炭

素数を示す.以下同じ)，スペルミジン (C3C4)• 
スペルミン (C3C4C3)を含み，紅務チノリモ

F笠血m昼iumによく類似していた.それに対し，イデ

ユコゴメM型はこれらのポリアミンの他に，ジアミノ

プロパン (C3) ，ノルスペルミジン (C3C3)， 

Jルスペルミン (C3C3C3)を含み，どの分類群

とも異なるパターンを示した.

(*東京理科大学、**群馬大医療短大)

(11) 0加藤辰己・・渡辺真利代H ・渡辺良之* : i箆

藻魁旦隼縫!.l2笠盟位盟主宣 (S. 1 at. )の酵素多型

と.その分類学的意義

位辺監溢tis鐙盟副盟主宣 (5.lat.)は代表的なアオ

コ形成藍藻として知られるが.形態的な変異が著しい

ため.極のI@固についてすら定説がないなど分頬学的

に未解決な状態にある。そこで本種の分類学的再検討

を行うことを目的として，全国各地から収集した19徐

について，酵素多型(IDHなど4酵素の遺伝子型}を

調査・解析した。

その結果.本種に砿少なくともS型 (5mallercell 

type)とL型 (1arger ce 11 type)の2型が認められ，

両者の聞で肱遺伝的分化が相当に進んでいることが明

らかとなった。さらに. 2型のうちし型は遺伝的にも

形態的にも比較的変異性が低く，ひとつの独立した分

類群と見なし得ると考えられるのに対し.5型はかな

り多型的で heterogeneOU5なグループである可能性が

強いことが示唆された.今後は.特に後者についての

さらに詳細な研究が必要であろう園

( .国立斜学博物館.料費B立衛生研究所)

(12) 0 上 J~ 考爾・原慶明・千原 光縫:繰越ア

ナアオサにおける酵素多型の分類学的解街

鯵岡県下岡市恵比須島には..状体基部が柄めよう

に細〈伸びた特徴的な形態を有する.エヅキアオサと

仮称するアオサと，典型的な外部形態を有するアナア
オサか生育する.これらの個体による形態変異につい
てアィ./ザイムの泳動パヲーンを分紡・比較L.それ

内の遺伝的背震を調査した.その結果，両者の泳動バ

守ーンに差異t<t認められなかった.また.両者の配偶

子は縫合し，発芽すること金観察した.

山口県宇都市から北海道新冠町に至る全国 15カ所

のアナアオサについてそれらの外部形態・アイソザイ

ム泳動パヲーンの比積も行った.形態変異の有無にか

かわらず.調査したほとんと'の個体の泳動バヲー二.，:ま

恵比須島のものと同一であったが.青森県八戸市蕪島

産の集団の一部は{形態的には典型的なアナアオサ). 

f自のアナアオサと異なる泳動パ宇一ン告示した。

一方.茨城県大波海岸産のナガアオサ巳・笠笠鎧.liの
アイソザイム~分僻した結果.アナアオサとは異なる
泳動パ宇一ンが認められた.そのパターンは八芦経ア

ナアオサにみられたパターンとも異なっていた。
エヴキアオサとアナアオサの形態的差異は.生殖的

隔麓及び泳動ハターンの差がみられないことから. :T; 
少な〈とも種聞の分化ではない。②種内分化の可能性

は残るが，別の要因に依拠するものと考えられよう。
アナアオサ{孟多織な舵態を示すが.穏としてのまと

まηを狩ち，その中で何らかの遺伝的分化が起こって

いる可能悦が示砲された。(筑波大・生物}

91 
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(13) 0神谷充伸・土井考爾・原慶明:恵比須

島〈鯵岡県下回市)におげるアナアオサ(弘盟

巴旦些且)の形態変異

恵比須島には，根元が柄のように細長し先端が団

扇状に広がる.典型的なアナアオサとは外部形態の異

なるアオサの集団が見られる.このアオサ{エツキア

オサと仮称)がアナアオサとどのような分類学的関係

にあるか検討する目的で.岡島のアオサの形態変異と

生育分布を調査した.その結果.(1)アナアオサが岡島

全体に分布しているのに対し，エツキアオサの集団は

向島南東部にのみ分布している (2)エツキアオサとア

ナアオサは混在している (3)エツキアオサの形態変異

はアナアオサと連続的であり，線元付近の糸状細胞の

発達もそれに伴って変化する， ということがわかった.

さらに，エツキアオサとアナアオサの交維実験で両

者の配偶子は接合し.発芽すること，同時に進めてい

るアイソザイムを用いた分子分類学的解析の結果では

両者のザイモグラムに遣いは見つからないこと，恵比

須島の他に，大洗海岸{大洗町).荒島(志津川町). 

種差海岸(八戸市〉にもエツキアオサによ〈似た形態

を示すアオサがみられ，どの集団も比較的波の強〈当

たる場所に生育しているごとなどを確認した.

以上の結果から.エツキアオサの形態変異は遺伝的

な要因によるものと考えるより，むしろ生態的な要因

によって鶴導される可能性が強いと推察できる.

(筑波大生物科学系)

(14) 0飯間雅文・右田清治:長崎産ボタンアオサの

異なる 2型の発生タイプと生活史について

緑覇Eボタンアオサ且旦皇些些お単主呈 Kjellmanは，

日本各地治俸の潮間帯上都の岩上に生育する海穫であ

り，牡丹の花のような形状からその名がある.

長崎県各地盗のボタンアオサの発生と生活史を蜜内

繕養で調べたところ，初期発生に以下の異なる 2型が

あることがわかった. 1)発芽体はl腐の中空管状体

に発生した後，上部から接着して偏平となり 2層の禁

状体となる. 2)発芽体は1層の中空管状体に発生し

た後，上部からラッパ状に関口し 2層の業状体となる.

これらはいずれも，従来のボタンアオサの発生の報告

(Yoshida 1965)とは異なる発生タイプである.これ

らは採集地，採集時期により 2裂にわかれたが，同じ

発生タイプが数世代繰り返された.

生活史に隠しては，4.毛通産走子のみによる無性生

殖の繰り返しが報告されているが，また 2鞭毛配偶子

による有性生殖の存在も知られている.長崎産の本種

は，いずれの発生タイプの練も4鞭毛遊走子と 2繊毛

Ia偶子が確認され，規則的な向型世代安代を示した.

無性生殖の繰り返しはみられなかった. (長崎大・水

産)

(15) 0渡辺里香・大野正夫:高知県下四万十川のス

グアオノリに関する冬ノりと春ノリの生態的特性

緑礁のスジアオノリ (~旦i旦工旦E旦工旦主且 E工旦ill旦工呈)は

多季節性であり.周年にわた勺て穣体は出現している

が.漁業者によって探取されるのは 12月-1月〈冬ノ

リ〕と 4月-5月(春ノリ)の短い期間である.春ノ

リの繁茂期は冬ノリと比ベて鎚〈‘年により収穫がほ

とんどない時もある.筆者らは.両シーズン中にスジ

アオノリの生育域において全繊調査を行うた.その結

果，冬ノりは大潮干由時に干出する設所，春ノリ t土干

出することのない深所に最適繁茂屠があることがわか

勺た.集体の長さは春ノリの方が長いが.現存量やク

ロロ 7 ~ Iレa量l孟冬ノリの方が多かった.また.冬期

Itスジアオノリの生育屠にカヤモノリ，春期にはムカ

デノりが多〈みられた.生育域の環境は冬ノリシーズ

ンで.水温 10.8- 19.8 '0.塩分 0.01 -33.51，春

ノりシーズンで.水温 17.8-18.3'0，担分 0.25-

31. 80であった.また.冬ノリは河口より約 7.0k皿上

流の桟所に生育し，春ノリは約 5.5kmまでの深所に生

育範囲が狭〈なっていた.これは.冬期の塩分上昇に

よる影響と思われる. (高知大・侮祥生物セ y ター〉

(16) 0綿貫知彦・貝瀬利一:アイノコイトモおよ

ぴ数種の水草による墜藻類An.abaenacvl indr ica 

に対するアレロパシィー作用

ある種の植物が産生する化学物質を介して，他種の

発芽や成長などが直接または問機に害あるいは益を受

け，その結果，引き起こされた現象を Allelopathic

effectsと呼んでいる.

水域ではRleochariscoloradoensisは他種の水生植

物にAllelopathic effects を示し.~旦並並豆呈工E且から

墜諜類の成長阻害を示す不飽和勝肪酸が見い出されて

いる.また.chara elobularis からは珪藻類Nitz主主副

主主叫旦に阻害作用を示す，含硫化合物が報告されて

いる.

ここでは，アイノコイトモ (e。tamoeetonoriental 

i五}および数種の水草について80%ヱタノールを用い

て抽出を行い，さらに酸性・塩基性・中性画分を得，

水溶性画分と合わせて墜諜類 (Anabaenacvlindrica 

IAM M-llに対する繕殖阻害の様子をペーパーディスク

法により検討したので報告する.

{神奈川県衛生研究所)



(17) 野崎久義:ネパール産の緑11，位立盟也監堕

{アストレフォメネ科}と邑旦恒t立呈(スポンヂ

ロモ，¥，ム科)について

1988年のネパールヒマラヤ調査で採取された土纏サ

ンプルから以下の二種が分離培養された.

坐主盟也監!!~: 32， 64または 128細胞が集合した球

状の群体で，後端に 2または 4個の非生殖細胞をもっ。

各原形質はゼラチン状の被痛につつまれており，被軍首

は正面から見ると互いに密着して角状をなし，被鞠聞

にすき聞はない.葉緑体は大きな杯状で，ピレノイド

は見えない.以上の形質から，本諜を~. !!1J!J笠!!!!c.1J-

lifera と同定した.なお，この繰はホモタリックの

有性生殖を示した。

h旦並立il!:嫌気的純粋培養法によりクローン株を

確立した。本自震は日本産の包旦並立短 (Nozaki1986) 

と異.なり.グルタミン酸を培地中に添加しないと増殖

しなかった.君事体lま房状で， 16または 8細胞性であっ

た.君事体の後方の細胞に，後端を突出させる傾向があ

った.以上の特徴ほ P.casinoensisに似るが、本藻

の方がその突出の程度が小さい点と後方の細胞に大き

な限点をもっ点とで異なる。(慶応義塾高等学校)

(18) 0半田信司=・中野武畳間:プナ林の樹皮着生

藻類

演者らは，樹皮着生議類の分離繕養による観察を進

めており，これまで広島県内の議体において若干の報

告を行q てきた.今回，北海道根北峠，標海町及び新

潟県朝日村のプナ林から得た8試料について樹皮着生

蕩を調査し..緑藻1属1種，縁ii13属18種を見出し

たので報告する.

藻類の分穫に際しでは，樹皮試料をBBM液体格地

で約1ヵ月間前培養を行い，スプレー法により藻株を

分離し，観察を行った。

最も高頻度に出現した種はStic恒2.C!cc，:us~~!Ja

d豊で，次いでP，!eudococcom切り型国，日並re-

11a e圃ersoniiが多〈みられた。

日本新産穫は. Coccomyxa gloeobotndiformis • 

樹皮着生穫としてはじめて観察されたのは， B ra.cte-

acoccus minor • Neochloris aI.veo1!lris. Trebou-

豆F豆旦旦!!!I. C occomyxa ~Joeobotryd i forDlisで

あった.

σ広島県衛連..広大・理・植)
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(19) 0竹下俊治・中野武登・岩月善之助地衣類j

ルマンゴケ(単旦担単盟理担単斗呈)から分離され

た共生藻

ノルマンゴケ(単盟包単旦皇 E叫旦控込呈)は，直径 l

-2 mmの非常に小さな鱗片状の地衣類で.辞類や他の

地衣類と混生.あるいは岩上に着生し，北半球に広〈

分布している.ノルマンゴケ属の地衣類は.世界で本

種しか報告されていない.本研究では.地衣類コフキ

ハナピラゴケ (Pann包些些盟副主主)上に着生してい

るノルマンゴケから共生藻を分離・培養し.分類学的

検討を行なった.その結果， Nannochloris 

盟主盟且辺呈皇が認められた.j!.盟旦盟単盟主は単細胞

性の緑灘類で.細胞は 3x 5仰の梓状~長円形，寒天

鞘を持たず，無性生殖は細胞の長軸に垂直な 2分裂に

よって行なわれる.この 2分裂によって生じる娘細胞

が自生胞子に相当するかどうかについては.さらに詳

細な検討が必要である.また，有性生殖は観察されな

かった.ノルマンゴケの共生藻は.Tschermak-Woess 

(1981)により，やはり Nannochlorisnormandinaeが

報告されている.なお， Nannochloris normandinaeは

日本新産である広島大・理・植)

(20) 0斉藤昭二ゎ有賀祐勝**:津久井湖におけ

る植物プランクトンの季節的消長

相模湖直下に位置する様久井湖において， 1916-1988

年に毎週 1回.曙堤表層でクロロフィル塁 (Cbl.号)量

と植物プランクトンの種別個体数を.' 19-' 80年には毎

月 2 回.栄養頃(Si02.PO~-P.N03-N)を加えて鉛直分布

を調査した。植物プランクトン発生量が多い時期は.

Cbl. a鼠と栄養湿の鉛直分布の特徴に基づき 3つに分

けられた。すなわち. 1) Cbl.呈量が15困層付近より上

で多く，栄養極が全層で均一的なト4月. 2)上層を通過

すると考えられる流入水によって補給された栄養塩を

利用して珪穣が増加するため.ト6m層にCh1.塁置が多

いシ6月. 3)ト3m層およびか15m属にCh1.聖量が多く.

6田層より上で栄養塩の低下状態が続く 7寸月である。以

上の区別は水塊の鉛直的交換の季節変化を反映してい

ることが.水温とSi02の鉛直分布の季節変化から示唆

され.制緩湖の場合と箸しく異なる。各時期の優占種

は.1)住生且旦邑l!!を主とする珪漠， 2) ~i1笠~・

3)包型旦旦旦里および.上層では監旦旦E旦豆・中層で

はSyned旦およびk並足旦の場合が多かった。

(キ神奈川県水道局.東水大・藻類.**東水大・種類)
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(21) 0高村典子事・叶 綜将・iPi 放将・三浦泰蔵

事事本:中間綜合養魚池での植物プランクトンの動態

(予報〉

中国には古くから綜合議魚という養織法があり.水

草や買などを池に投入し，鰻科の魚を混養し高い生産

をあげている.高生産は経験的に得られたものでその

機構は明かでなく、この機構の解明が研究チームの目

的である.今岡対象とした養魚池 (56mx 88m x 2.5m 

〉は上海市郊外の定山湖畔にあり，定山湖で採取した

水草を1500kgl日役人し.これらを直鍍利用するソウ

ギョ，プショウギヨ以外にプランクトン食のハクレン

.コクレン，その他にコイ.フナが混養されている.

演者は1989年 9月に文部省国際学術研究により，上

海水産大学に滞荘し本池で， (1)植物プランクトンの

一次生産量の日変化， (2)HPLCによる植物プランクト

ンと植食魚の糞のCh1 orophy 11 量の測定， (3)植食魚の

糞の光合成活性の測定， (4)picoplanktonを含む植物

プランクトンのサイズ別現存慢と光合成量の測定を行

った.本譜帯電では以 tの結果から本養魚池の植物プラ

ンクトンの動態について考察する.

〈事国立公害研，料上海水産大，将キ京都大〉

(22) 0笠井文絵ホ・市村締宜伸:ミカヅキモ交配n
の住わげに関与する環境要因-pHとカルシウム濃度

ミカヅキモ旦堕並山旦!t!!旦也監足i彼合体の交配uf

A，8は温f帯~亜熱帯に同所的に分布し，同織の噌殖最適

i温度を持つ.一方，A，8群が近接して分布する所では.A

flfが発芽した土tllのpllは低<.8群の方は高いという傾

向がみられた。そこで.pH(6. 5-8. 5)とCa濃度(0.1-

1日日田g/l)の栄養哨殖に及ぽす影響を調べた.8群はどの

稼もpH8.5まで直線的に増璃置が噌し，明らかに高いpH

を好むととが示された。 Afl宇はpIl7.5-8付近に最適pllの

ピークがある椋と8.5まで噌加する稼があり .8群ほど顕

著でないにしろどちらかというと高いpllを好むことが

示された.近援して生息したA.8棋の綜を混合して格餐

し，細胞数を比較すると，低pllではA群が.高pllでは8ftf.が

それぞれ他鮮の細胞数をしのぎ.pllが阿鮮の住わげに関

与していることが示峻喜れた.しかし縫れて生息した

練を混合した場合には必ずしもそうはならず，どのpllで

もAftf.の細胞数が8ftf.をしのいだ.またAflf.は低Ca濃度(

2.5mg/l以下)でもよ〈猶嬉したのに対して .8群はあま

り，或は全〈地殖しなかった.両flf.とも高濃度での阻害

は見られなかった(*国立公害研，帥東大・応微研)

(23) 0御園生拓・・前川行幸・・・横浜鷹継・・・:

緑務ミル嵐にみられる光合成色素系の可塑性

緑誌には生育深度または生育光環境が厳密に決まっ

ているものが多い，これは主に，水深または陽地・陰地

の違いによる光の量と質に起因すると考えられる.し

かし一方では，一般に藻類の光合成色素系はその生育

光環境の影響を強く受けることが知られている.この

ような，光に対する色索系の適応能力は務の生態戦略

上たいへん重要な意味を持つだろう.そこで，環境条

件に対応した光合成色素系の可塑伎の佐賀，範囲など

を明らかにするために，浅所・陽地産のミルおよび深所

産のタマミルを材料として移植実験を行った.すなわ

ち，採集した義体を水深 Om-15固まで 5皿ごとに海中

で繕養 L， 1ヶ月にわたりそのクロロフィルとカロテ

ノイドの含有量の変化を追跡Lた.

Om区においてタマミルは 2週間自に消失したが，ク

ロロフィル a/b比はどの実験区においてもほぼ一定で

あった.したがって，ミル属の光に対する生態戦略に

とっては，光補足系よりもむしろ光化学系を光から保

護する系が重要であることが考えられる.

(*山梨大・生物，林三重大・生物資源.帥*筑波大・下回)

(24)。片山続康・・佐藤弘典・・織浜康継・・:タイドプ

ールに生育するアナアオサにおける光合成の温度順化

伊豆半島下回鍋田潟のタイドプールに生育するアナ

アオサの10.C-40・Cにおげる光合成速度を，(1)低温か

ら高温へと 5・Cずつ温度を上げて測定する方法. (2)海

水温から高調側と低温伽lにそれぞれ5・Cずつ温度を変

えて測定する方法， (3)海水温から直接測定温度に移し

て測定する方法で，プロダクトメーターを用いて調べ

たところ. I専られた光合成ー温度曲線に差が生じた.

IJ法(1)によって得られた曲線は.方法(3)によって得

られた曲線より高温側にその活性のピークを持ってい

た。また、方法(2)によって得られた曲線は，方法(3)

によって得られた曲線に比べ，低温域・高温械ともに

光合成速度が高かった.これらの相違は，方法(1)と方

法(3)において各温度での測定に要する時間内に起こる

務体の温度順化によるものと思われた.

さらに，高温域におけるこの短時間の温度順化は，

強光下で促進され. 30分以内に高温耐性を高めること

がわかった。

(・東京学芸大・生物，一筑波大・臨海実験センター)
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(25) 0国枝昌代・前川行幸・喜田和四郎:~工藻の垂 (27) 0 Christine A. Orosco' ・山本弘敏H ・大野

直分布と紫外線の関係 正夫. :フィリピン，パラワン島に産するオゴノリ

紅藻の垂直分布特性を考えるよで，水中の光環境は

重要な要因の一つである。本発表では.紫外線に注目

し，紫外線が紅穫の光合成活性に及ぼす影響と紫外線

吸収物質との関連について報告する。

三重県志摩半島沿岸の浅所及び，水深25~30mの深

所から紅藻を採集し，太陽光下で一定時間流海水中に

入れておいたいたところ，深所産では光合成活性は急

激に低下したのに対して，浅所産では著しい低下はみ

られなかった。次に，紫外域のみをカットするアクリ

ル板をかけて流海水中にいれておいたものでは. i主所

産，深所産とも直射光下のものよりも光合成活性の低

下は小さかった。

i支所及び深所から採集された約40種の紅藻につい

て紫外線吸収物質の分布を調べたところ主所産では

多量に含まれていたのに対し. i架所産では殆ど，もし

くは全く含まれていなかった。

以上のことから，紫外線は紅藻の垂直分布を規制す

る重要な要因の一つであり，紫外線吸収物質は多量の

紫外線から藻体を保護する働きがあると考えられる。

(三重大・生物資源)

(26) 筒井 功・大野正夫:高知県須崎湾に生育する

アントクメの季節的消長

7/'トクメ (E些担旦よ旦旦主主巴止年旦主主Hま，太平洋沿

岸中・南部から南西諸島に分布する暖海性の一年生コ

ンプ科植物とされているが.その生態については報告

がほとんどない.筆者らは，土佐湾中央の須崎湾に生

育するアントクメの生長と成熟について，一部の個体

にマーキングを行い. 2年聞にわたって調査した.

アントクメは外海に面した水深 3mから 15皿の岩礁

上に生育していた.タマゴ型をしたアントクメの幼体

は12月中旬から観察され，最も多〈の個体が出現した

のは水温が約 18"cになる 1月下旬であ勺た.ア y トタ

メの伸長期において.最低水温(約 15"C)を示す 2月

下旬に最大日間伸長率 6.1%/日を示し. 3月上旬頃よ

り禁状部にアントクメ特有のシワが目だつようになっ

た.伸長ほ B月上旬〈約23"C)までみられ.散大体長

は 51.3c園であった.子嚢斑の形成は 7月下旬から 8

月下旬にかけて観察され.周辺に生育するワカメやヒ

ロメより遅か勺た.すベての個体の禁状部は 9月上旬

までに消失したが，付着部の残存は 12月中旬まで確認

でき.翌年の 1月上旬に消失した.

(高知大・海洋生物センター〕

属に関する生態的考案

フィリピンのパラワン島は北方は東シナ海，南方tま

スルー海に面t....サンゴ穫を多〈持つ.パラワン島の

オゴノリの生態的謡査は. 1988年 1月に.ほぽ島を 4

区分した 4定点で行われた.オゴノリ属の多<li. リ

ーフの中の砂泥域やサンゴ体上に多くみられた.採取

された種類は .Ill旦斗且且旦 盟主主呈且E旦込笠.!!・註!.i-

包旦旦!!. coronoDifoJi!!. c.主立旦主主呈の 4種類であ

った.パラワン島では!i.oronopifoJiaが広〈分布

して.全ての区域で確認された.c.註斗旦旦L且ia・!j.

coronoDi foJ i aの2種は 2区織で.!!.旦工旦且且主且lま1区

域でみられ量的にも少なかった.オゴノリ属が優占す

る群落lま，繁茂被度が高<.段高 2.83kg湿/rrfの値

を示した.砂泥域のオゴノリ群落 i土高い現存量を示

し.サンゴ体上の務落は低い現存量を示した.また.

オゴノリ群落には他の海藻も混在しているが.その割

合は 8-26%と比較的少ない傾向がみられた.

( .高知大・海祥生物センター.**北海道大・水産)

(28) 0癌口健雄ホ・ R.N.Pienaar** :潮間帯の渦綬

毛君主類 ~アンフィディニウム属数種について~

渦綬毛藻類には、海岸の砂浜やタイドプールに特異

的に生息する種類が知られる.しかしながら，それら

の渦鞭毛藻類の細胞構造などに関する知見は，はなは

だ不十分である.今回はこれらの渦鞭毛深類の中で，

ギムノディニウム自のアンフィディニウム属に属する

5種類，すなわち担I!hi坐且盟鐙且詰盟tum， ~. cf. 

l亘tum，A. 包主主担E註JJ~ ， A.包金豆主それに未記事tの

Aml!hi坐ni担 sp.を取り上げる.これらは検溝が細胞

前端付近に位置するという細胞外形の特徴から同じ属

に属するが.その栄養摂取方法や細胞構造はそれぞれ

異なる. A・岳民担盟tuml孟摂食栄養をおこない、他の

渦純毛藻などを細胞内に取り込み消化する.また、 A.

cf. ~盟副主特異的にクリアト議類を 1-3 個取り込

み，内部共生体とする.複数のクリアト藻を取り込ん

だ場合，これらが違う属に属する穏類である場合があ

る.一方，他の 3種類は独自の葉緑体をもち.光合成

をおこなうが、これらの楽緑体の形態は互いに異なっ

ている.

( *信州大・教育**ウイットパータスランド大}
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(29) 0本多大嶋・井上勲・千原光雄:日本新産

黄金色藻サルシノクリシス目 3属の観察

サルシノクリシス目は1977年にGayralとBiIlardに

よって設立された海産黄金色藻の一群である.現在12

属20種ほどが知られているが.日本だけでなく世界的

にも報告例は少ない.演者らは南西諸島で採集した砂

から.本E軍事平に属するいくつかの藻を分穣し，培養株

を確立した.これらは葉緑体.ピレノイド，眼点，群

体の形成様式.細胞を取り囲む寒天質の形態などに注

目することによって.sareinoehrysi s. PU I v i naria. 

Chrysod笠坦と同定することができた.これら 3属の

日本沿岸からの報告は初めてである.この藻群の遊走

細胞は他の黄金色蕩とは異なり.線毛が側方から生じ

る.またSareinoehrysisとPulvinariaについて電子顕

微鏡による予備的な観察を行った結果，いずれもピレ

ノイドは突出裂であること，さらにSareinoehrysisの

遊走細胞では多くの黄金色務に見られる鞭毛基郊のら

せん構造を欠いていることが確認された.これらの性

質は褐藻でも知られており興味深い.

{筑波大・生物科学系)

(30) 0堀 輝三・井上 勲:単組単語旦呈註且坐

(Prasinophyceae)の細胞分裂と細胞小器宮配置

二本経毛ブラシノ藻の出担足当旦皇込工込皇の細胞分

裂過程を微細徳造学的に解析した.本穫は高等陸上植

物を生み出した進化系列Charロphyceaeを将徴づける形

貨の一つである鞭毛基部装置構成要素として多層備遺

体o.ILS)を2潤もち.さらにもう一つの系統群(

U1vophyceae. Ch1口rophyceae等)を特徴づける交又型

根系をも併せもつことが最近示され，緑色植物各系統

苦手の共通祖先に近い生物として注目されている生物で

ある。 本研究において細胞分裂過程を調べたところ，

核分裂は中期から後期にかけでほぼ開放型紡錘体様式

で進行し.中期から始まる細胞膜の環状収縮(furrow-

ing)によって細胞質分割lの行われることがわかった。

フアイコプラストその他の分割関与微小管系の出現は

みられなかった.一般に単細胞性藻類の栄養期におけ

る細胞織成.即ち細胞小器官の細胞内配置は種に一定

のように見える。非対称的な細胞構成をもっ生物にお

いて、細胞分裂の結果できる娘細胞おいてどのような

機構で器官配置の一定性が保証されているかは興味あ

る問題である.今まで全〈注目されることのなかった

この問題について，本種でf専られた結果に基づいて考

寮を 加 え た 筑波大・生物科学系)

(31) 0井上 勲・河地正伸・千原光雄:プラシノ藻

Praslnooaoil1a (新属)の細胞構造と分類・系統上

の位置

東京湾から 4本鞭毛をもっ緑色の鞭毛藻を分離した。

この藻は，ダイアモンド形鱗片とカプトガニ形鞭毛鱗片

などプラシノ藻特有の鱗片をもっ一方，細胞先端部に乳

頭状突起(papil1a)をもち，また鞭毛型運動による前方

遊泳を行なうなど，他に類をみない特異な性質をも合わ

せもっている。これらの特徴から本務をプラシノ穏の新

属新種であると判断し. l'raslnooaoil1!!Y皇皇旦01皇taの

名前を与えた。種小名のE呈旦旦♀よ旦主aは巨大な液胞をも

つことによる。 細胞は 1個の査状の葉緑体をもち，そ

の内側に他の小器官が一定の様式で配列している。細胞

を前端部からみたとき，核.ピレノイド，眼点は一方に

偏在し，反対側に液胞が位置する。これらに対して鞭毛

装置が一定の様式で配列している。交文型鞭毛根と多層

構造体(MLS)の双方が存在すること，および鱗片放出ダ

クトなど鞭毛装置のさまざまな要素の位置関係の比較

からEIT.旦里担盟皇室.Ptero呈盟主旦皇.!!皇並皇phaer皇など

のプラシノ藻，さらにアオサ綱，シャジクモ網との類縁

関係が明らかになった。(筑波大・生物科学系)

(32) 田中次郎:褐藻コモンクサ属の新穂、アツハコ

モンゲサ(仮称}の形態

伊豆半島東海岸で冬から夏にかけて採集されたアヅ

バコモングサ(ミ盟主並llo~豆1l!!I. sp.) はコモンゲサ

(里 阻旦江主主伊)と同様、潮下帯の砂場の岩 tに生育

するほか、コモングサの生育できない波の荒い場所に

も良く生育する。藻体は幅 1-1.5 c田でコモンゲサ

よりも狭いが、厚さは 0.5mmほどで多少厚〈なる。

またコモングサのように藻体に縦のシワができること

はなく、表面は大変に滑らかである。春から夏にかけ

て生殖務官が形成される。精子のう群は表面観で 500

μm x 200μmほどの大変に不規則な形の班点として

観察される。断面でみると高さ約 100μ回で、内層に

rPlって形成されるため皮膚の kに盛り上がることはな

い。 4分胞子のうは体表面l竃密に散らばって形成され

る。断面でみると、高さ 150μ田XI隔 90μ田の長惰

円形である。アツバコモングサの精子のうと 4分胞子

のうでみられる表層鯉没型の形成徳式は、コモンヴサ

を含めた他のアミジゲサ科の生殖細胞慌でみられる、

表層が捜り上がって形成されるものとは大いに興なっ

て い る 。 ( 開 立 科 学1噂物館・植物}



(33) 0鯵坂哲朗ト J.KILAR帥:南西諸島で採

集された縄ii類ホンダワラ箆属の 1穏について

南西諸島で採集された褐漢類ホンダワラ彊属の 1種

は、マカオから記織された Sargassumpolyporum 

Hontagneと形織的に非常に似ている. 本種は、盤状

の付着器から線数の茎を出し、茎からさらに復数の主

枝を長さ42c固まで仰はす.主枝には刺が密生する.J障

は線状、舌状、帽の狭い摘円形で、中ー上部では1・7困

互生羽状に分裂する.棄の大きさは、長さ 1・5c園、幅

3-10園田である.普通は波うつようにちぢれ、基認での

み鋸歯がみられる.気胞は、長さ6.5m固までの球形ま

たは卵形で、下部または柄の部分に鋸歯がみられる.

生殖器托に刺はみられない.今まで日本からは分裂す

る棄をもっホンダワラ軍属の穏としてキレバモクド

カタワモク}が報告されているが、本種に比べて薬の

縁辺に滑って鋭い鋸歯をもっととと生殖鰭托に明瞭な

iJIJをもつことで区}}IJできる.さらに、本種に似た特徴

をもっハワイ産の包笠E竺盟盟主並旦!!!!I!J. Agardh 

やカリプ海産の~-~包.~I!II!~!lJ娃j旦田 Hontagne と

形態学的な形質について比較検討する.

仲宗大・農、判モー卜海洋研究所}

(34) 0野呂忠秀・南波聡:南九州産カタワモクと

キレパモク(褐漠網，ホンダワラ属)の分類

鹿児島県と宮崎県には，主枝に刺のあるホンダワラが

分布する。山田(1942)は，このうち宮崎県日向産で葉帽の

広い種をキレパモク (Sarg，ωsumalt e77lLlta-似nnatumYa-

mada)とし，鹿児島県内之浦や坊津産で業帽の狭い種をカ

タワモク (S.a勾IIJJJJIetriαl1RYamada)としたが，吉田

(1989)は両種聞に明瞭な差のないことを示唆した。演者ら

は.1987年から1988年にかけカタワモクの生長に伴う形態

の変化を.その原産地に近い鹿児島県志布志町夏井におい

て比絞した。その結果，本種は若い時に主枝の刺が密で

業幅の広いカタワモク型の形態を示すのに対し.老成した

個体では主枝の刺が擦で薬舗も狭いキレパモク型に変化し

た。この形態変異は，波浪の影響や生育深度の差によって

も生じた。また生殖器床は何れも集散状で，雌雄同一生殖

器床〈雌雄異巣)であった。さらにキレパモクとカタワモ

クの基準額本に見られる形態の変異は.何れも志布志産カ

タワモクの変異幅内に入った。従ってキレパモクとカタワ

モクは同一種であり，今後はキレパモク (S.alteγnata-

帥 matumYamada)を用いることをあらためて提唱したい。

(鹿児島大・水産)

(35) 梶村光男:アキヨレモタ(縄義.ホンダワラ

科〉の一新変種

97 

禁状体の高さは普通 0.5-1. 5 11. 多年生付着器怯

円錐形.多年生主軸tま円柱状乃至ほぽ門柱状で，叉状

に分岐1.， .直径 0.5・ 1co .長さ数CID. 1年生主枝

は主軸上に数本乃至多数互生し.差額以外1;1:三綾形

で，鋭い稜線上に剰を有し，ねじれる.倒枝は短<. 

多い.基部の糞tま披針形でそり返り，上部の禁tま敏針

形ー銀状で季節的形窓変化が著し<.業序ItJ唱で短柄

を有する.毛叢は顕著である.気胞は洋梨形で.形鎗

と数の季節的変化が著し<.頂錨突起又tま冠業を有す

る.峰雄異橡で，生殖器提除房状を為し.包業を有す

る.i産性生殖器托はほぼ門柱状で.長さ釣1.5 C・，直

径約 111m で，雌性生姐器耗は扇圧し，長さ 2・ 5闘

で幅1.5・ 2IIID である.両性の生殖器托先焔に〈ぼ

みを 1個有し.成熟時期は 7月下句-9月下旬.

〈島製大・理・臨潟〉

(36) 0新井章吾・・種倉俊之"・吉田忠生・・・:ウス

イロモク.フシスジモク.フシイトモクの付着暑の

形慰についτ

ウスイロモク，フシスジモク.フシイトモクは，盤

状付着器，ふつう分綾しないやや扇圧した蓬. 2列に

互生的に生ずる主枝など基鶴形銀が似ている{吉田19

85) • 3種とも日本海を中心に分布し，寝砂の影響の

大きい岩盤などの比較的環境の不安定な場所に単一の

群落をよ〈形成している.そのような喝所で群藷を維

持するためには，スナピキモクと同織に付着器による

栄量産繁殖能があるのではないかと推測された.そこで.

3種が同一地誠に生育している新潟県柏崎市雄谷にお

いτ.1985年8月にそれぞれの種の単一審議で30本づ

っ基部形態を観察した.

ウスイロモクでは22個体に最大27本，平均9本の幼

体が付着器縁辺鶴から直援出ていた.一方，フシスジ

モクとフシイトモクでは付岩盤の縁辺留から直径約 1

皿の円柱状の糸状突起が.前者15個体.後者22個体か

ら出τいた.突起の長さは前者で量長8田平均5.8圃，

後者で量長6田平均4皿であった.また，突起先錨に

生じた幼体の数は前者で最大7本平均3本.後者で最

大28本平均13本であった・側海

蕩研鍋東海アクアノーツ.・・・北大・理・値物}
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(37) 0水野 真:潟産及び汽水産底生珪穫の噌殖に

及ぼす塩分浪度の影響

21株の潟産及び汽水産底生産誕の噌殖速度に及ぼす

塩分濠度の影響について銅ベた.

進産皐血豆Ji:大多数の橡は泊分温度 (S)が15L

以下では噌殖しないか‘最高増殖速度の%以下に仰え

られた.最高糟殖速度が得られた塩分湿度と好適漫度

範囲(最高増殖速度の80%以上の値が得られた温分謹

度範囲〉の違いから‘ 15株は 6つのグループに区分で

きた.

汽木憲民牛誇覇基 6株のうち 4株は広温性を示した

が.他の 2株は好適寝度範囲が狭〈狭塩性を示した.

〈東京轟大・生物産業・水圏資署員〉

(38) 前川行幸:モンテカルロ法による海藻群港内

光環境のシミュレーションモデル

海藻群落の生産生態学を考える上で最も重要な要因

は群落内の光環境である.しかし，水中での光環境の

測定は困難なこともあり，これまでほとんど行なわれ

てこなかった.そこでコンピュータを用いて，群落内

光環境を推定するための二次元シミュレーションモデ

ルを開発することができたので.ここに発表する。

モンテカルロ法によるシミュレーションは，乱数を

用いて確率的に事象を解析する方法の一つであり，一

般に解析が困難な問題に対して有効である.本モデル

の理論的有効性を検証するため，禁群の配置はランダ

ムとし，棄の角度を機却に変化させた群落について，

群落内光環境をシミュレートしたところ.Monsi und 

Saek i (I953)の散光条件下における理論式とほぼ一致

した.

本モデルは，糞群の配置，光及び糞の角度特性，海

水や3慢の吸光特性等を様キに変化させることにより.

種身の海藻群落について，群落内光環境を解析するこ

とができる(三重大・生物資源〕

(39) 矢部和夫:北海道羽幌町における漁窃造成周概

造物の実海域調査(J)魚磁に付着した海漢について

現在の穐業は 200カイリ問題が固定化し、近海魚.

族のt盟議殖が必要となっている.そのためには人工

魚磁や自然石の沈設，梅洋牧場等の造成が必要であり、

国や道はその実現に鋭意努力を傾注している.

北海道羽幌町において、かつての資源の豊富な海へ

の再生を目指して、地場の来利用資源を活用した新製

魚、磁が開発された.新型魚礁は綴・横・高さ各 2聞の

8m"の体績で重量は 11トンで、コンクリートの基盤

上の周囲にトドマツ，カラマツ等の間伐紺を打ち込み、

鉄板と四隈の鉄骨で丸太を固定し、その中に建築用材

として不合格の酸化鉄の含有量の多い安山岩等を入れ

た槍造物で、 1988年 11月 29日に海中に設置された.

本魚磁は動継物プランクトンの付着，さらに海藻類

の付着および魚頬の婿集等を目標とした.

1989年 1月より調査を開始し 11月までの聞の

6回の調査の結果、水探知に設置した魚礁に 3

月にアオサやコンプが付着したのが確認された.その

後魚礁は企画にコンブが付着した.

〈北海道東海大学〉

( 40) Hu I I e r， D. G. • ， 0 }II井浩史.* Stache， B.事.

Folster， E.*， Boland， W.***:褐瑛マツモ{担且U且監

血盟叫山主}の佐フ zロモンについて

マツモは北太平洋冷水線に分布し.大型の胞子体と

峰雄異様の配偶体の聞で同型の世代交代をする.配偶

子はほぼ同形で.褐藻類に一般的な接合過程により有

性生殖を行う.即ち先に基物に付着した雄性配偶子が

分泌する佐フェロモンに雄性配偶子が誘引きれ接合が

おこる.褐潔類の性フェロモンはこれまで約 10種類

が悶定されている.今回北海道厚岸産のマツモにつき

閉鎖ループ式抽出装置により性フェロモンを抽出し.

ガスクロマトグラフィー.マススペクトロメトリーに

より分縫.同定した.主要な成分は ectocarpeneでそ

のほか hormosireneと dictyoteneが約2%含まれる.

しかし既知の濃度の化学合成性フェロモンを用いた生

物検定の結果，雄性配偶子は ectocarpeneと比較し

hor目。sireneに100倍も感受性が高いことが示され

た.従って相対的には hormosi reneの方が有効である

とも考えられ.マツモの配偶子佐誘引においてはこれ

ら2種類のフェロモンが作用していると考えられる.

い西独・コンスタンツ大・生物**北大・理・植.

***西独・カールスルー工大・化学)



(41) 0申宗岩・三浦昭雄:スサピノリの室内塙

養による自施率の惟定

スサビノリの緑色型と赤色型の色素変異体は同一i!I!

鎖群に属する単一，劣性遺伝子支配の変異型である.

緑色型と赤色型を交錐し，緑色型から果胞子をとって

次代糸状体を培養すれば自殖による糸状体は緑色裂を

示し，他嫡による糸状体は，緑色型と赤色型の遺伝子

の相補的な関係によって，野生型を示す。野生型と緑

色型の全糸状体数に対する緑色型糸状体の比を求めれ

ば自縮率が得られる.本学会第13回大会で，緑色型ま

たは赤色型と野生裂，緑色型と赤色型の交維の場合に

おける推定自鏑率を報告した。その場合の交維は|司一

面積の葉片を1枚ずつもちいて行怠われたが，今聞は

緑色型と赤色型の葉片をもちいていずれかの色彩型糞

片の枚数を変えた場合の自鏑率の封筒Zを行なってみた。

緑色型の議片を1枚とし，赤色型の葉片を1，2， 4， 8， 

16枚とし，緑色製薬片から果胞子をとった場合の自嫡

率はそれぞれ48.0~55.0 ， 32.6~34.5 ， 16.1~23.0 ， 

1 1. 9~13.1 ， 5.6~6.4{%}と怒り，減少した。緑色型葉

片をl枚とし，赤色型糞片を1， 2， 4， 8， 16枚とし，赤

色裂婆片から果胞子をとった場合の自嫡率はそれぞれ

45.1 ~50.3 ， 67 .6~6日 .3 ， 81.2~R2.2 ， 日O.R~!II .7.

93.9~95.I(覧〉となり，増加した。

(東水大・議室:Ji!昔F直〉

(42) 0館協正利・ G.V.Deshmukhe 室蛸庖

紅謙ダルス(旦並主主主巴短主主主)の生活史

車iU事ダルスの l胞子を焔養し.受梢過r~及び発生・生

活史について観察した。嶋養において凶分胞子発芽体

は. 1 : 1の割合でそれぞれ雌及び縦配偶体に生長し

た。雌性発芽体は-1-58栴廷で. J 0 -12細胞の

鍛状体で受精毛を形成し.成熟した雌配偶体となる。

これに天然で得た雄性配偶体成:柴からの精子を加える

と，精子は受精毛に付許し，精子被は受精毛内を移動

して卵細胞に入り.卵核と融f;する。その結巣.線状

{本土.の数Mlの受精卵細l胞から.それぞれ復制の l闘 -\'r.~

が発達する。 6-7ヵJ1T.H書で成策(胞子体〕になり

四分純子安形成した。減数分製はこの胞子形成の第一

分裂のときに起る。一方. !雄性発芽体は維lRI:本から単

相のl氏、，'r.ifを多数形成し.これらは 8-11ヵ月で11見葉

〈雄配偶体)に達し，不動精子を形成した。

(北梅道大・P.I!.機骨量研)
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(43) ・宮回目彦・・馬場将繍・・・秩問実承・・・.

H.I.!J .ハシセン・・・・・正置富太郎:目本車有節サ

ンゴモ.:<.ゾシコロ属の分類学的再検討

エゾシコロ鳳(C.且ill且主主主工且且Manza.1937)は.811閑却

の随周細胞が屈曲1..1il列が炎鎗する点で他のサシゴ毛

翌科の盤と区別で量る 8本産と Lて1:1:.エゾシヨロ

( cat Ilarthron Y8S90ens! (Yendo) I.nzo] .ヤハズシ

コロ ( .t...r!単阜且且包旦(Yendo)Manza] • (L...!且11且且i且且且

(Yendo) Manza]が知晶れていた.モ Lて.ヤハズシヨ

ロは生殖器巣の館源が奥なるので書荷風(!!且主旦且l!止i且

(Yendo) Johansen.1989]に移された. また.エゾシヨ

ロ腐とヤハズシコロ鳳に含まれる g捻.太平洋東障と西

岸に明聞に分かれて分布することが知られてい昌.そ

こで笥聞の関係を明らかにする目的で分類学的な再検

討をおこな，た.

その結果，エゾシコロ贋を屈曲 Lた随眉細胞をもっ分

類群とし.辺生{随周起窓).倒生〈皮居起源〉の生殖器巣

をもっエゾシコロ蓋周と輸生〈随周起醤).辺生〈随周起

源}の生殖器巣をもっヤハズシコロ豆腐に分1t.C.品よ且11
邑呈i且且且を. ゾシコロ(C.品且且呈呈且阜且呈呈〉のー型と考え.エゾ

シヨロ鳳 4留について系統関係を縫定 Lた.

〈・千葉中央博・組物.・・混生研.・・・北教大{函館}・生観

. .... ~ラ-~大学・値観}

(44) 0吉田忠生率・三上日出夫韓:紅議コノハノリ科

クシノハウスベニについての観察

クシノハウスベニEry，幼時10.醐'D/pu1chru81は山田

により 1938年に四分胞子体のみに基づいて記載され

た.その後録集記録がなかった.神奈川県葉山神で新

たに録集されたこの種の峰位体でプロカルプの構造を

観察し、 1倒の支持細胞に1群の中性細胞と2組の造

呆枝を持つPoly.服 Ira型であることを明らかにした.

またウスベニ属 SorellaHollenber宮のタイプ種であ

るCalifornia産の S.ぬlicatulaについても凶

Jollaで録集された傑本について調べ、プロカルプが

同様にPolJ11閣 Ira型であるととが分かつた.四分飽子

議群が中肋の上に作られることなどから、クシノハウ

スベニも盈ythroglOSSU81属ではなくSorella属に含

めるべきであると結論された.

(*北大・理、韓札幌大学)



100 

(45)0松本正喜・ 吉田忠生・・:日本新産寄生紅蕩

主主且且且i且よよ旦且且且lli旦旦 lugr...(コレオコラックス

科， 1Jクレイト目)

北海道東部担室半島沿岸でイトグサ(f.且!.z.旦i且島

旦且i且sp.) およびハネグサ(f.主旦互旦旦i且島旦且担 sp.)の体

上に寄生しでいる紅穫を採集した.この寄生寝は.枕

状の外生部と宿主組織内に貫入する内生的な糸状休部

分より成る.外生部は球形か半球形で乳白色を呈し.

多〈の場合直径は h.以下である.宿主体内に貫入す

る糸状体は単列で.宿主細胞と二次的な原形質連絡を

形成する.雌雄の配備体と四分胞子体は同じ形態をと

り.イトグサ型生活環を持っと考えられる.栄聾体.

遺果枝， I量果などの構遺よりアメリカ大陸太平洋障か

ら報告されているL阜皐阜且i阜!!旦 E且且ifi且且 Kugrens コ

レオコラヲクス科.カクレイト目}と同定した.

{場北海道大学.環日本エヌ・ユー・エス{榛}

* *北梅道大学}

(46) 0馬場将輔・・秋岡英承"・正置富太郎:日本新

産紅藻巳担盟怠盟主包笠邑担些Eの形態について

1it旦旦旦坐旦呈 l阜呈呈旦且主主旦旦 (Lemoine) Woelkerling， 

Chamberlain & Silva (ウズマキフチシロ，新称}は，

パナマ太平洋岸， ガラパゴス諸島， ハワイ諸島に分布

し，濠体表面が渦巻模様を呈することにより， ほかの

無節サンゴモ類と容易に識別できる。演者らは千葉県

から高知県にかけての表日本中南部，九州西岸，隠岐

およひ'小笠原父島の 11カ所で本極を採集する事ができ

た。藻体は潮間帯のタイドプール内から漸深帯の岩上

あるいは大型褐濠類の仮根上に生育する。これは太平

洋西岸では初めての報告である。体の構造は柵状に配

列する基層細胞とその上に生じる表層細胞からなり，

層状に重なって渦巻模様の外観となり， 直径 4cm，厚

さ 1mmに逮する。今回雄性体が初めて発見され，精子

嚢が生殖器巣底面のみに単純な形態で形成されること

が明らかとなった。雌性体，果胞子体及び四分胞子体

の生殖器官の構造は，従来の観察結果に一致した。日

本産 11tanoderma属は本種を加え 5種の生育が確認さ

れている。(・側日本海生研， “北教大・函館〉

(47) 猪郷久治・:ベルム紀カサノリ科石灰蕩化石

也血単旦且盟 Endo(1953 )の再検討

邑良品弘担呈は. 1953年遠藤随次によって岐阜県大

鐘市赤坂石灰岩のNeoschwagerina craticulifela稽

より産出した邑血単品担呈担担鍾旦iを模式穏として

提唱された腐である.遠藤は本属をDasycladaceaeに

含めたが. 1967年の論文で.白血単単語皇属について

む孟旦i呈属の疑いがあることを指摘した.ところがその

結論は公表されないまま 1969年遠藤は他界してしまっ

た.演者は，赤坂石灰岩産の也恒通呈足並盤皇と共

存する也包叫且通皇について大型薄片を作成して検討

した結果これらの梅本の正縦断面の多〈は.稀に関口

していない個体もあったがほとんどのthallusの先端

部が関口していた.さらに興味ある事実として2倒の

thallusが結合した個体が発見された.これらの新知

見から thallusがい〈つも数疎状に連結し長〈伸び，

海底の泥に仮根のようなもので付着していたらしい.

以上の考察から也血且叫担呈属は，担盆L皇属のSyno-

ny田で，ジュラ紀の包魁且担且とは，系統的関係はな

いものと考えられる.

付東京学芸大・地学教室)

(48) 0栗原美香十小林健子事・福島博梓・大塚晴江紳事

:相模湖(神奈川県)の付着藻類植生

神奈川県の東北隅にある相模湖は相模川の最上涜部に

あるダム湖である.之の湖の付著書Eを1989年4月、 8問、

1 1月、 1990年 1月の4回読査を行なった.調査地点は

st.l場111橋、 st.2秋川橋、 st.3勝源橋右岸下、 st.4勝瀬

橋左岸下、 st.5相模湖公園、 st.6，尾房の6地点である.

環境要因として気温、水温、 pH、BOD、COD、

T-N‘T-Pの測定を行なった.付着藻の現存量、シャ

ノンの多様性指数、優占種などの季節的変化について報

告する.

1・績浜市立大学・柿東京女子体育大学・紳事神奈川公衛試)



(49)0大沢啓志ト小林艶子*・福島博特・大塚晴江紳*

:花水川(神奈川県)の付着藻頬植生

伸奈川県のほぼ中央を南北に涜れる花水川の付着藻を

1989年2月、 5月、 8月、 10月の4因調査を行なった。

調査地点は本川ではst.l常磐橋、 st.2中里播、 st.3土屋

橋、 st.4吾妻橋、 st.7東雲橋、 st.8花水掃の6地点で、

支川ではst.5大根川末端部下の宮傭、 st.6渋田川末端堀

矯の2地点である。環境要因として気温、水温、 pH、

BOD 、COD、T-N、T-Pの測定を行なった。付

着藻の現存量、シャノンの多様性指数、優占種などの季

節的変化について報告する。

作横浜市立大学.**東京女子体育大学.***神奈川公衛試)

(50)0坂元忠明・-小林艶子ト福島博H ・大塚晴江***

酒匂JlI(神奈川県)の付着藻類植生

神奈川県の西部を流れる酒匂川の付着藻を1989年2月、

5月、 8丹、 10月の4回調査を行なった。調査地点は

st. 1鮎沢JlI末端部、 st.2河内川末端部、 st.4J11音川末端

部、 st.6狩川末端部、及び酒匂川本川のst.3十文字橋、

st.5報復、橋、 st.7飯泉取水堰下、 st.8酒匂橘の8地点で

ある。鼠境要因として気温、水温、 pH. BOD 、COD、

T-N、T-Pの測定を行なった。付着藻の現存量、シャ

ノンの多様性指数、優占綾などの季節的変化について報告

する。

(*横浜市立大学.**東京女子体育大学.**・神奈川公衛試)
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(51) 0鈴木康人*・小林艶子*・福島情** 

Cymbel1a lata Grun. の形態変異

長野県戸隠高原種池で 1989年 7月に得た約 400僧

体を演者らの定法で研究した結果を報告する。計測値

は以下のようである。ケイ綾長28-53.5μm. 平I勾値

39.3μm。ケイ殺幅 12.5-17μm、平問値14.5μm.

ケイ綾中央部横条線密度(10μm中本数)背側 6-9

本、平均値 7.6本、腹側 7-12本、平均値 9.8本。

ケイ殺先端部横条線密度、背側 9-14本、平均値1¥. 6 

本、腹側 10-15本、平t均値12.1本.

( *横浜市立大学・**東京女子体育大学}

(52)0福島博*・小林艶子**・大塚晴江***

: Achn田 thesstauroneioid四 Bourrellyet Manguin 

の形態変異

Achnanthes stauroneioidesは恥urrellyとManguin

がKerguel聞で得られた標本によって命名された種であ

る。南緩産の藻類は僅かな標本の観察で結論づ付られる

傾向が特に強いので、シノニムが多くなる場合がある。

アケボノ岩の試料に本種らしい個体を見出し、同→固体

で背線殻と偽背線鍛の両方を観察できたもの約8例固体、

背線殻または偽背線般の片方だけのもの約 350個体を演

者らの定法に従って研究した結果を報告する.

(*東女体大・**横浜市大・***神奈川公衡試)
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(53) 0真山茂樹*・小林 弘**:原始縦溝類珪蕩 (55) 0出井雅彦・千原光縫:中心目1圭漆

におけるべリゾニウムの構造とその系統学的考察 皇位註旦Z益旦呈属 1種の有性生殖

ベリゾニウムは，珪藻の有性生殖において形成され 生旦担旦~旦豆は Coscinodiscus に類似するが、偽

る増大胞子の周囲を取り巻く，非常に簿い陛酸質の僧 節 (pseudonodule)を持つことで区別される。これま

造体である。この微細構造に関する報文はきわめて少 でに本属に知られる種は全て海産であったが、演者等

なく，羽状回原始縦溝類における報文はいまだ無い。 は青森県小川原湖の淡水域より生壁担金Q.l:邑旦呈と同定

原始縦溝頬注藻を培養し，有性生殖の誘導を試みた できる個体鮮を得た。本種の有性生殖は、淡水培地で

ところ.~担込呈田ultiplastidicg sp. nov. (陳名). 噌殖させたのち、汽水培地{温分濃度7~x> )に植え嘗

~.陸且且且且註i v. 魁E旦~ (Kuetz.) Grun.. ~. 11宝旦iニ えることによって誘起することができた.精子は1個

C.A Hust.. !tl担邑話泣益ili旦旦呈liGrun.の4分類群 の栄養細胞から 81問形成されるが、この過程で全ての

において繕大胞子が形成された.これらのベリゾニウ 葉緑体と大部分の細胞質は精子に分配されず、残余体

ムは，共に胞紋僧造をもっ繍走環帯と縦走帯の 2要素 として鎗てられる。精子は卵形からやや先の尖った備

から成り立っていた。機走環帯はすべてオープンパン 円形で、薬緑休を持たず、長さ 8-10μmである。先端

ドであった。中央部に位置する第 1機定環帯は幅が広 から伸びる 1本の鞭毛は長〈、 30μm以上である。卵

< .その背側の胞絞配列は邑盟且旦では紋射し，包こ は栄養細胞から直媛減数分裂を経て 11問形成される.

U旦弘通では同心P3状であった。この配列様式は中心目 卵細胞となるのは培養株中でも大形の細胞に限られ、

珪議に特徴的なものである。第 1織走環帯のパヲーュ 例えl正直径が26-'18μmの細胞から成る株中で卵細胞

センターは，すでに報告されている中心日程蕩のもの に分化したのは、 37μm以上の個体であった。受精後

と.羽状目双縦潜類珪藻のものが融合したような.す に形成される地大胞子は、球状で直径91-130μmで、

なわち円形と直線のパターンセンターが融合した形状 表聞は円形で周囲に細かな切れ込みを持った鱗片によ

を示した。(*東学大・生物. * *東京珪藻研} つτ被われている。(筑波大・生物科学系}

(54) 0 小体 弘・小I辰一基・吉岡 稔:特殊な胞紋

t構造をもっクチヒルケイソウ属の二種について。

一般にクチビルケイソウ属の種類。J胞紋は単純な裂

け固として存在し.他の多くの珪議に見られるような

胞紋を閉さす簿皮はみられない。本邦に広く分布する

Cy由bellajaponica Reich. と C. Ieptoceros lEhr.) 

Kuetz.は共に目だって太い粂線をもっ積頬であるか，

SEHによって調べたところ他の Cy田bellaの種類に見

られない特稼な胞紋僧造をもつことがわかった.

C. japonicaの胞紋は縦長で幅の広い裂け目として

存在し，その内側が玉の字に似た裂け目をもっ薄皮で

とさされ，また，粂線の内側は深い満，すなわち，長

胞とよばれるt構造になっている。また，背側と腹側共

に粂線を構成する胞紋の最も軸域側の 1f園はそれぞれ

般の縁に向かつて. Cの字を描くのもこの種の特徴と

いえる。

C. 1 eptocerosの胞紋は殻の外側から見ると細長い

単なる裂げ目であるが，内側は広がり，側壁のまん中

からこの広がりに向かつて，へら状の突起が突き出す

という変わった構造になっている。粂線の内側が長胞

僧造になる点は前種と同じである。(東京珪蕩研}




